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令和5年度地域デジタル基盤活⽤推進事業 (実証事業⼆次)

南海トラフ地震に影響を受けにくい映像
伝送システム構想の実現

実証視察会

NO.6(株式会社サーベイ)
2024年12⽉11⽇
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視察会日時とスケジュール

視察会予定日：2024年１月10日

視察会予備日：2024年１月17日

9:00~  受付（徳島市役所南館入口）
＊第二会場、第三会場の方につきましては受付後、
タクシーでの移動をお願いいたします。

9:30~9:45 開会式
  事前説明会
9:45~  休憩
10:05  徳島市長挨拶
10:15~  ドローン航行開始
10:45~  ドローン到着
11:15~  実験の振り返りと質疑応答
12:00  閉会式
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開催方法

現地・オンライン・ハイブリッド

オンライン会議のURLにつきましては、
後日お知らせさせていただきます。
何卒よろしくお願いいたします。
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開催場所（交通手段の案内）

第一会場： 徳島市役所南館５F （p.4をご参照ください）

第二会場： 徳島市吉野川河川敷（p5をご参照ください）

第三会場： 徳島市小松海岸 （p6をご参照ください）

＊第二会場、第三会場につきましては、タクシーでの移動が必要になり
ますことご了承くださいますようお願い申し上げます。
タクシーにつきましては、送迎用の予約をしております。
受付にてご案内させていただきます。
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開催場所（交通手段の案内）第一会場：徳島市役所南館５階

【住所・電話】徳島県徳島市幸町2丁目5番地（南館５階）

電話番号：088-624-6825 視察会場（直通）

088-621-5529 危機管理課

【アクセス】：徳島駅から徒歩１０分（７００ｍ）

徳島市役所に到着後は、南館エレベータを

利用して５階にお越しください。

徳 島 駅

徳島市役所

徳島市役所南館（議会棟）

南館入口
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開催場所（交通手段の案内）第二会場：徳島市吉野川河川敷

徳島ＩＣ

徳
島
駅

【住 所】 徳島市上助任町天神（吉野川運動広場多目的グラウンド）

【アクセス】 車 ：ＪＲ「徳島駅」から約１０分（約４ｋｍ）
国道439号 → 国道11号 → 県道15号（国土交通省
方面）→ 吉野川右岸沿いに上流方向に進む。

バス：ＪＲ「徳島駅」から約１１分
市バス３４川内循環線 吉野川橋 下車

【駐 車 場】無 料
【ト イ レ】あ り

吉
野
川
橋

吉
野
川
大
橋

阿
波
し
ら
さ
ぎ
大
橋

吉
野
川
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
橋

小松海岸

第２会場
第３会場

バス、又は車でお越しください。

バス停

（吉野川橋）

バ
ス

車

吉野川運動広場多目的グラウンドＢ面

ドローン離着陸予定地



6

開催場所（交通手段の案内）第三会場：徳島市小松海岸

現地への公共交通機関はありません。車でお越しください。

【住 所】徳島市川内町旭野（小松海水浴場）

【アクセス】ＪＲ「徳島駅」から車で約２０分（約８ｋｍ）

国道439号 → 国道11号 → 県道29号（小松海岸方面）
                      → 吉野川左岸を河口沿いに進む。

【駐 車 場】600台（無料）
【ト イ レ】あ り

徳島ＩＣ

徳
島
駅

第３会場第２会場
29

吉
野
川
橋

吉
野
川
大
橋

阿
波
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ら
さ
ぎ
大
橋

吉
野
川
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
橋

徳島市役所

小松海水浴場

P

P

P

ドローン

活動予定地

HaLow

基地局
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⽬標
• 本実証実験において、Wi-Fi HaLowとカメラ、RTK-GNSS搭載ドローンによる⾃動航⾏を活⽤し被災状況の情報収集を⾏うことで、
救助の優先順位付けを⾏い発⾒遅れによる死亡者ゼロを⽬指す。本実証実験で得られた知⾒をパッケージ化し次年度以降、他の
⾃治体等へ横展開を⾏い、南海トラフ地震の影響を受けにくい安⼼安全なまちづくりに寄与することを⽬標とする。

実証全体の概要および目的
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航路図と橋桁の位置
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実証実験の飛行ルート（12月11日時点の案）
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吉野川橋の東側歩道(P9とP10の中間地点） から 吉野川大橋を撮影

北岸

中央部分に海苔網のない航路

P3P5P14 P10 P4P11P12P13 P9 P8 P7 P6P15

南岸支間70m
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a. ロジックツリー

最終アウトカム

⼈が侵⼊できない沿岸部
5km2のエリアにおける
ドローンによる

発⾒遅れによる死亡者０

中間アウトカム

:実装・横展開の成果指標
:実証の成果指標

:⽬標の⽅向性 (増減)

ドローンからの映像・
⾳声配信品質

ドローンからの映像・
⾳声配信遅延

ドローンの位置
情報（誤差）精度

カバーエリア

ドローン1台当たり
のカバーエリア

ドローンの台数

ドローン発進
までの時間

被災者発⾒
までの時間

捜索エリア
への到着時間

救助隊ルート
策定までの時間

出動要請から
出動までの時間

出動できる
救助隊の数

⾶⾏時間

救助隊の現着
までの時間

ドローンを活⽤した救助
優先順付けにかかる時間

被害状況
把握までの時間

専⾨家による優先順位
判断に要する時間

本実証実験目標と成果（アウトカム）指標
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b.成果 (アウトカム) 指標の設定: 実装・横展開

被害状況
把握までの時間

カバーエリア

成果 (アウトカム) 指標
被害の状況把握が網
羅的にできていない

現状ドローンがな
いため０

現状値
このソリューション
だと⾶⾏開始か
ら24分以内
（情報収集時
間）

徳島市沿岸部
（南北に全⻑
10km）

⽬標値
前提条件︓⾶⾏開始から24分以内（情報
収集時間）この24分間で沿岸部情報を取
得する。

⽬標値設定の考え⽅

前提条件︓徳島市沿岸部に配備。ドローン4
台、運⽤可能⼈数1台当たり2⼈を想定。沿
岸部５km2（10ｋｍｘ0.5ｋｍ）をカバー
＊なぜ全⻑10kmでよしとしているか（⼈が侵
⼊できないエリアが約10kmのため。）
• 徳島市東部の沿岸部の⻑さが南北に約
10㎞。これに対し奥⾏きとして東⻄
0.5kmの範囲を捜索部分とした。ドローン
4機でこのエリアを分担すると想定する。ド
ローン1機あたりの捜索範囲は
2.5km×0.5kmである。東⻄⽅向の
0.5kmを0.1㎞ピッチで⾛査する場合、
⾶⾏距離は2.5km×6+0.5km＝
15.5kmとなる。捜索エリアまでの⾶⾏距
離は約4㎞であるので、総⾶⾏距離は
19.5kmである。ドローンの⾶⾏速度は
時速50kmを想定しており、捜索予定部
分をすべて⾶⾏する時間は23分24秒
（約24分）である。

⾶⾏開始から捜索エリア
全体の捜索完了まで24
分である。
この時間内で現状把握と
被災者の発⾒を⾏う。

測定⽅法

計算式と考え⽅

⾶⾏開始から捜索エリア
全体の捜索完了まで24
分である。
この時間内で現状把握と
被災者の発⾒を⾏う。

本実証実験目標と成果（アウトカム）指標
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2024年
南海トラフ地震に影響を受けにくい映像
伝送システムの導⼊
• 救助隊、医療専⾨家を巻き込んだ運
⽤訓練

• 徳島市内全域での映像伝送システム
の運⾏開始

• 横展開のための広報・周知活動

2025年以降
南海トラフ地震に影響を受けにくい映像
伝送システムの横展開
• 海陽町をはじめとする47都道府県へ
の横展開（本実証実験のチームによ
り構成された団体／企業が主導となり、
各協⼒会社と連携し全国へ広報・販
売する）

2023 2025~

実証 横展開実装

2023年12⽉初旬予定
実証実験（徳島市沿岸部での実証）
• 市内全域における利⽤状況の
仮説検証

• 運⾏体制のフィージビリティ確認
• 本運⾏に向けた収⽀計画の⽴案
• 産学官による連携協定の締結

2024

実証視察会の概要（目指す姿と実証の位置付け）
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配信エリアを拡張するための
WiFi-Halowネットワーク設計

実験結果の評価、報告書作成

WiFi-Halow接続テスト
通信距離・接続、映像配信、⾳声配信テスト
ドローンへの機器搭載、動作確認
ドローン単体での⾶⾏テスト

各種⾶⾏申請

⾶⾏前からの接続・配信テスト
実証試験期間中に判明した
不具合を修正する。
⾶⾏中からの接続・配信テスト
実証試験期間中に判明した
不具合を修正する。

事前準備

実証

実装計画
の具体化

成果の
とりまとめ

10⽉9⽉ 11⽉ 12⽉
2024年
1⽉ 3⽉2⽉

2023年
8⽉

実証視察会 成果報告会

WiFi-Halow接続テスト

ドローンへの機器搭載、動作確認

ドローン単体での⾶⾏テスト（申請不要⾶⾏・必要⾶⾏）

⾶⾏前からの接続・配信テスト

⾶⾏途中からの接続・配信テスト

各種⾶⾏申請

実験結果の評価、報告書作成

配信エリアを拡張するための
WiFi-Halowネットワーク設計

本実証実験のスケジュール
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総務省 令和5年度　地域デジタル基盤推進事業　実証実験

南海トラフ地震に影響を受けにくい
映像伝送システム構想の実現

徳島市危機管理局　　サーベイ　　徳大制御研　　MM ラボ　

ケーブルテレビ徳島　　塚原喬税理士事務所　　パンダ合同会社　

皆様のご来場を心よりお待ち申し上げております。
私たちは新しいソリューションアイデアの実用化に貢献することを目標に、チーム一丸となって実証実験に取り組むことを誓います。


